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『
文
章
世
界
』
と
い
え
ば
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
博
文
館
が
創

刊
し
た
文
芸
雑
誌
、
投
書
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
田
山
花
袋

が
編
集
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
治
四
十
年
代
に
は
自
然
主
義
文

学
の
一
つ
の
拠
点
と
な
り
、
ま
た
そ
の
投
書
欄
に
は
、
室
生
犀
星
、
久
保
田
万

太
郎
、
吉
屋
信
子
、
内
田
百
閒
、
小
島
政
二
郎
、
片
岡
鉄
兵
、
横
光
利
一
ら
、

の
ち
に
作
家
と
し
て
名
を
な
し
た
多
く
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
い

ま
、確
認
の
た
め
に
、小
林
一
郎
氏
の
執
筆
に
な
る
『
文
章
世
界
』
の
解
題
（『
大

百
科
事
典
』
第
十
三
巻
、
一
九
八
五
年
六
月
、
平
凡
社
）
を
掲
げ
て
お
く
（
原

文
は
横
組
み
、
洋
数
字
で
、『　

』
に
《　

》
を
用
い
る
）。

文
芸
雑
誌
。
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
十
九
）
三
月
〜
二
十
年
（
大
正
九
）

十
二
月
、
博
文
館
よ
り
刊
、
通
巻
二
百
四
冊
。
終
刊
後
、
二
十
一
年
一
月

か
ら
『
新
文
学
』
と
改
題
し
続
刊
し
た
が
、
翌
二
十
二
年
十
二
月
終
刊
。

こ
の
雑
誌
は
投
書
雑
誌
『
中
学
世
界
』（
一
八
九
八
年
九
月
〜
一
九
三
〇

年
五
月
）
に
寄
せ
ら
れ
る
原
稿
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
田
山
花
袋
が
主
筆

に
な
り
前
田
晃
（
木
城
）
と
、
や
や
専
門
化
し
た
投
書
雑
誌
と
し
て
発
刊

し
た
も
の
。
の
ち
、『
早
稲
田
文
学
』
や
『
趣
味
』（
一
九
〇
六
年
六
月
〜

一
〇
年
七
月
）
と
と
も
に
小
説
や
評
論
を
か
か
げ
、
自
然
主
義
文
学
運
動

の
ひ
と
つ
の
拠
点
と
な
っ
て
行
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
同
じ
博
文
館
の
投
書
雑
誌
『
中
学
世
界
』
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
『
文
章
世
界
』
が
当
初
、
実
用
的
な
文
章
作
法
の
鍛
練
を
目
的

と
し
て
創
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
花
袋
の
手
に
な
る
創
刊
号
の
「
発
刊
の
辞
」
に
、

「
敢
え
て
論
説
と
言
は
す
、
美
文
と
言
は
す
、
書
簡
文
と
言
は
す
、
浮
華
を
排
し
、

形
式
を
排
し
、
朦
朧
を
排
す
る
は
、
今
の
文
を
学
ぶ
も
の
ゝ
最
も
必
要
と
す
る

所
な
る
べ
し
。（
中
略
）
吾
人
微
力
な
り
と
雖
も
、
亦
こ
の
方
針
の
下
に
、
期

す
る
所
に
向
つ
て
邁
往
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。「
論

説
」「
美
文
」「
書
簡
文
」
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
今
の
文
」
の

諸
相
に
分
け
入
り
、
そ
の
多
様
な
世
界
を
探
索
す
る
と
い
う
の
が
、『
文
章
世

界
』
と
い
う
雑
誌
の
題
号
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
同
じ
『
文
章
世
界
』
と
い
う
題
号
を
も
つ
雑
誌
が
、
博
文
館
の
こ
の

『
文
章
世
界
』
に
先
立
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
知

も
う
一
つ
の
『
文
章
世
界
』

│
│ 

大
月
隆
と
文
学
同
志
会
の
こ
と
ど
も 

│
│

宗
　
像
　
和
　
重



1137（208）

ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三

月
に
、
大
月
隆
を
編
輯
兼
発
行
人
と
し
て
文
学
同
志
会
か
ら
発
刊
さ
れ
た
月
刊

誌
『
文
章
世
界
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
日
で
は
全
体
像
を

把
握
す
る
こ
と
の
難
し
い
こ
の
雑
誌
と
、
発
行
母
体
で
あ
る
大
月
隆
の
文
学
同

志
会
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
博
文
館
の
『
文
章
世
界
』
に
先
立
つ
明
治
三
十

年
代
の
「
文
」
と
「
文
章
」、
そ
し
て
「
文
学
」
の
世
界
の
一
端
を
探
り
た
い
、

と
い
う
の
が
筆
者
の
目
論
見
で
あ
る
。
た
だ
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
、
本
稿
で

は
大
月
隆
と
文
学
同
志
会
の
発
足
の
概
観
と
、『
文
章
世
界
』
の
内
容
の
確
認

に
止
ま
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

一
、
大
月
隆
と
文
学
同
志
会

　

大
月
隆
は
、
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
積
極
的
な
著
作
活
動
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
文
学
同
志
会
を
起
こ
し
て
出
版
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
人
物
だ
が
、

そ
の
履
歴
や
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

従
来
の
書
誌
で
は
、
同
時
代
の
評
論
家
大
月
隆
仗
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
）
1
（

。
今
日
、
こ
の
大
月
隆
と
文
学
同
志
会
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
の
は
、

斉
藤
英
子
氏
の
「
解
説
『
理
想
の
大
臣
』」（
菊
地
茂
著
作
集
第
三
巻
『
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
期
・
昭
和
初
期
論
文
集
そ
の
他
』
昭
和
五
十
九
年
八
月
、
早
稲
田

大
学
出
版
部
）
で
あ
る
。『
理
想
の
大
臣
』
は
、
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
の
学

生
で
あ
っ
た
菊
地
茂
（
松
堂
）
が
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
に
文

学
同
志
会
か
ら
刊
行
し
た
著
書
で
、
斉
藤
氏
は
こ
の
解
説
の
注
に
お
い
て
、
大

月
隆
の
経
歴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。

　

明
治
元
年
、
或
は
慶
応
三
年
頃
、
長
野
県
筑
摩
郡
山
形
村
（
？
）
に
生

れ
る
。
没
年
不
明
。
月
乗
、
乗
山
、
鶴
城
、
杢
助
な
ど
の
号
を
持
つ
）
2
（

。
少

年
時
代
に
は
大
変
な
わ
ん
ぱ
く
で
、
遊
ぶ
と
き
は
ガ
キ
大
将
だ
っ
た
。
戦

争
ご
っ
こ
の
相
手
の
少
年
に
投
げ
ら
れ
た
石
が
額
に
当
り
、
成
人
し
た
の

ち
も
傷
痕
と
な
っ
て
残
っ
た
。
隆
の
父
母
は
、
彼
の
養
育
に
手
を
焼
き
、

伯
父
の
教
育
の
厳
格
さ
に
期
待
し
父
の
姉
の
婚
家
百
瀬
家
に
あ
ず
け
養
子

と
し
た
。
隆
が
二
男
だ
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
伯
父
夫
婦
は
子
供
が
な
く
隆

を
実
子
同
様
に
愛
し
た
。

　

隆
は
一
五
歳
の
年
に
、
東
京
に
出
て
「
立
身
出
世
」
す
べ
く
、
僅
か
の

金
を
懐
に
無
断
で
家
を
出
た
。
上
京
後
、『
東
京
日
日
新
聞
』（
？
）
の
号

外
売
り
を
し
た
り
、『
東
京
日
日
新
聞
』
記
者
（
？
）・
某
の
書
生
に
住
み

こ
ん
だ
り
し
て
、
苦
学
を
し
な
が
ら
某
語
学
校
の
ド
イ
ツ
語
科
に
学
ん
だ
。

卒
業
後
は
、
主
人
の
世
話
で
『
日
日
新
聞
』（
？
）
の
外
事
係
に
な
っ
た
。

　

隆
の
家
出
以
来
心
労
の
あ
ま
り
病
弱
だ
っ
た
伯
母
は
死
に
、
父
も
死
ん

だ
。
隆
は
一
度
故
郷
に
戻
っ
た
が
、
以
来
、
東
京
に
居
を
定
め
、
某
家
の

女
性
と
婚
約
を
し
た
（
？
）
三
年
後
、
某
家
の
強
い
要
請
に
よ
り
婿
養
子

に
な
っ
た
が
離
縁
さ
れ
た
（
？
）。
養
家
の
「
家
風
」
に
合
わ
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
（
？
）

　

大
月
隆
の
再
婚
（
？
）
の
妻
の
名
前
は
ひ
さ
子
と
い
う
。
ぬ
れ
つ
ば
め

の
雅
号
を
持
つ
詩
人
で
あ
る
。（
合
同
詩
集
『
詩
の
神
』（（
明
治
三
六
年
。

ひ
さ
子
・
隆
他
））、『
心
琴
』（（
同
年
。
隆
・
金
子
筑
水
他
））
が
あ
る
。



も
う
一
つ
の
『
文
章
世
界
』

（209）1136

文
学
同
志
会
刊
行
。）

　

大
月
隆
は
明
治
二
七
年
ご
ろ
文
学
同
志
会
を
創
立
し
た
。
隆
の
編
著
書

約
三
〇
冊
。
同
会
発
行
の
図
書
約
一
〇
〇
冊
。
前
述
の
よ
う
に
、
社
会
評

論
、
人
物
評
論
の
著
書
を
多
く
出
版
し
た
が
、
そ
の
他
文
学
評
論
、
評
伝
、

合
同
詩
集
、
実
用
書
、
啓
蒙
書
、
古
典
文
学
な
ど
の
刊
行
も
多
い
。
大
月

隆
の
著
書
、
編
書
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

　

以
下
、
大
月
隆
の
編
著
作
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
大
月
隆
の
経
歴
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
唯
一
の
記
述
で
、
私

も
教
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
多
い
労
作
だ
が
、「
文
中
（
？
）
印
は
断
定
出
来
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
い
う
断
り
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
足
跡
に
は
ま
だ

不
明
な
点
が
多
い
。
ま
た
斉
藤
氏
は
、「
大
月
隆
の
著
書
の
う
ち
、『
人
生
の
初

旅
』（
明
治
三
一
年
）『
人
生
の
悔
悟
』（
同
年
）
よ
り
、
大
月
隆
の
経
歴
を
調

査
し
得
た
範
囲
で
次
の
よ
う
に
記
す
」
と
し
て
、
右
の
経
歴
を
ま
と
め
て
お
ら

れ
る
が
、『
人
生
の
初
旅
』（
明
治
三
十
一
年
九
月
、
文
学
同
志
会
）
は
、
長
野

県
出
身
の
苦
学
生
菅
原
実
が
、
立
身
の
志
を
も
っ
て
上
京
し
、
世
に
出
て
行
く

足
跡
を
二
人
の
佳
人
と
の
交
渉
を
通
し
て
描
い
た
も
の
で
、「
序
」
に
「
本
書

は
架
空
の
構
造
説
に
あ
ら
ず
し
て
一
の
実
行
記
録
な
り
」
と
は
あ
る
も
の
の
、

ど
こ
ま
で
が
事
実
に
即
し
た
記
述
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
一
方
、「
余
は

片
田
舎
の
も
の
な
り
し
が
、
幼
か
り
し
頃
は
、
父
の
感
癖
に
か
ゝ
り
て
、
折
々
、

頭
を
打
た
る
ゝ
事
の
多
か
り
き
」
と
始
ま
る
『
人
生
の
悔
悟
』（
明
治
三
十
二

年
九
月
、
文
学
同
志
会
）
の
ほ
う
は
、
伝
記
的
な
記
述
が
多
く
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
片
田
舎
」
を
は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
地
名
や
場
所
、

ま
た
年
月
の
表
記
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
本
書
に
は
「
美
人
に
生
れ
し
人
の
悔
悟
」

「
都
会
に
あ
り
し
人
の
悔
悟
」
な
ど
、「
悔
悟
」
一
般
に
関
す
る
記
述
も
多
い
。

幾
つ
か
の
著
書
の
奥
付
に
「
長
野
県
平
民
」
と
あ
り
、
長
野
県
出
身
で
あ
る
こ

と
を
除
い
て
、
大
月
隆
の
経
歴
や
足
跡
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未
詳
の
状
態

に
近
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
そ
の
著
作
に
即

し
て
足
跡
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
（
以
下
、
著
作
の
番
号
は
本
稿
に
お

け
る
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
大
月
隆
の
編
著
書
の
刊
行
順
そ
の
も
の
で
は
な
い
）。

①
大
月
隆
著
『
道
と
人
』（
明
治
二
十
六
年
八
月
、
十
字
屋
岩
藤
錠
太
郎
）

②
大
月
隆
著
『
文
学
の
調
和
』（
明
治
二
十
七
年
二
月
、書
肆
岩
藤
錠
太
郎
）

③
大
月
隆
著
『
そ
く
ら
て
す　

純
美
文
学
哲
学
の
鼻
祖
』（
明
治
二
十
七

年
五
月
、
有
明
堂
）

④
大
月
隆
著
『
家
の
宝
』（
明
治
二
十
八
年
六
月
、
文
学
同
志
会
）

⑤
大
月
隆
著
『
吾
家
の
憲
法
』（
明
治
二
十
八
年
十
二
月
、
開
新
堂
）

⑥
大
月
隆
著
『
美
妙
』（
明
治
二
十
九
年
一
月
、
文
学
同
志
会
）

⑦
大
月
隆
著
『
実
業
の
宝
』（
明
治
二
十
九
年
五
月
、
文
学
同
志
会
）

　

こ
の
う
ち
「
戦
慄
せ
よ
同
胞
。
警
醒
せ
よ
兄
弟
。
悪
疫
は
猖
獗
を
極
め
た
り
、

鴆
毒
獰
烈
、
既
に
骨
漿
を
爛
か
さ
ん
と
す
」
と
始
ま
る
①
の
『
道
と
人
』
は
、

序
文
を
寄
せ
て
い
る
植
村
正
久
が
、「
大
月
隆
君
道
と
人
と
題
す
る
一
書
を
著

は
し
余
に
向
ひ
て
之
に
序
せ
ん
こ
と
を
請
は
る
余
其
書
を
閲
読
す
る
の
機
会
を

得
ず
僅
か
に
其
目
次
を
読
下
し
た
る
の
み
な
れ
ど
思
ふ
に
基
督
教
を
研
究
し

つ
ゝ
あ
る
求
道
者
を
啓
発
せ
ん
と
欲
す
る
の
趣
意
な
る
べ
し
」
と
、
未
読
で
あ

る
こ
と
を
断
り
つ
つ
推
測
し
て
い
る
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
警
世
と
伝
道
の
書
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と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
自
序
に
お
い
て
「
余
伊
豆
の
温
泉
に

ク
リ
ス
ト
教
を
講
ず
館
主
之
を
筆
記
し
て
世
に
公
に
せ
ん
こ
と
を
勧
む
其
不
完

全
を
顧
み
ず
し
て
之
を
上
梓
す
る
所
以
な
り
」
と
記
す
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の

『
人
生
の
悔
悟
』
に
お
い
て
、「
於
是
余
は
宗
教
を
研
究
し
て
日
本
の
悪
風
俗
を

一
掃
せ
ん
と
志
せ
り
、
是
れ
当
時
の
目
的
と
す
る
所
の
堅
志
な
り
し
、
余
は
素

よ
り
仏
学
の
素
養
は
多
少
心
得
居
る
故
に
、
直
様
ク
リ
ス
ト
教
の
経
書
を
研
究

し
始
め
た
り
」
と
あ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

　

そ
し
て
大
月
隆
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
「
天
真
の
道
理
」
あ
る
い
は
「
円

満
な
る
思
想
」
を
淵
源
と
し
、
ま
た
体
現
す
る
も
の
こ
そ
が
、「
文
学
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
。「
文
学
は
社
会
の
発
達
人
心
の
改
良
を
目
的
と
し
て
円
満
な
る

思
想
よ
り
流
れ
出
つ
る
種
々
な
る
文
藻
に
し
て
、
其
源
は
天
真
の
道
理
よ
り
溢

れ
出
つ
る
も
の
な
り
」
と
は
、
②
の
『
文
学
の
調
和
』
が
掲
げ
る
「
文
学
の
定

義
」
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
、「
文
学
と
は
種
々
な
る
社
会
に
各
々

適
合
す
る
完
全
な
る
思
想
よ
り
出
つ
る
文
詞
の
記
述
に
し
て
人
生
本
能
の
発
表

な
り
」「
文
学
と
は
知
情
意
を
以
て
宇
内
を
観
察
し
、
人
生
を
し
て
快
楽
の
知

に
進
め
ん
か
為
に
善
美
な
る
目
的
を
以
て
美
術
的
に
発
表
す
る
円
満
な
る
思
想

の
記
録
な
り
」
と
い
っ
た
定
義
も
掲
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
文
学
は
其
の
最
も
広

き
意
味
に
て
は
総
て
の
筆
記
、
若
く
は
印
刷
し
た
る
著
作
に
し
て
観
察
、
思
想

若
く
は
想
像
の
結
果
を
保
存
す
る
も
の
を
含
む
」
と
も
述
べ
て
い
て
、
大
月
隆

に
お
い
て
「
文
学
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
」
の
範
疇
を
超
え
て
、
す
べ
て
の

書
か
れ
た
も
の
（
＝
文
章
）
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
本

書
は
、「
文
学
の
藪
淵
」「
文
学
の
目
的
」「
文
学
の
発
達
」「
文
学
の
調
停
」
の

四
章
に
わ
た
っ
て
、「
文
学
」
の
意
味
を
論
述
し
た
も
の
だ
が
、
実
際
に
は
そ

の
内
容
よ
り
も
著
者
の
「
熱
情
」
に
こ
そ
見
る
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
を
、
同
時

代
の
批
評
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。『
国
民
之
友
』
第
二
百
二
十
号
（
明

治
二
十
七
年
三
月
）「
批
評
」
欄
掲
載
の
無
署
名
の
批
評
で
あ
る
。

著
者
は
思
想
家
な
り
、
哲
学
を
好
み
、
詩
文
を
愛
す
、
其
性
癖
は
哲
学
者

的
詩
人
或
ひ
は
詩
人
的
哲
学
者
た
ら
ん
と
す
る
に
在
り
、
然
れ
ど
も
年
な

ほ
若
く
に
し
て
思
想
未
だ
熟
せ
ず
、
想
像
い
ま
だ
贍
か
な
ら
ず
、
只
情
頻

り
に
内
に
熱
す
る
耳
、
此
熱
情
発
し
て
「
文
学
の
調
和
」
と
な
れ
り
、「
文

学
の
調
和
」
と
い
ふ
其
名
す
で
に
幽
玄
な
り
、
幽
玄
を
以
て
始
ま
り
、
幽

玄
を
以
て
終
る
、
是
れ
本
書
の
性
質
に
し
て
、
長
処
も
此
に
あ
れ
ば
短
処

も
此
に
在
り
、（
中
略
）

彼
が
文
章
は
之
を
悪
く
言
へ
ば
含
糊
衝
決
な
り
、
彼
が
議
論
は
之
を
悪
く

言
ば
支
離
滅
裂
な
り
、
然
れ
ど
も
彼
の
大
エ
マ
ル
ス
ン
も
含
糊
衝
決
支
離

滅
裂
を
以
て
譏
ら
れ
た
る
に
非
ず
や
、
少
大
月
氏
の
此
事
何
ぞ
怪
む
を
須

ひ
ん
や
、詩
人
的
思
想
は
動
も
す
れ
ば
此
の
如
く
成
ら
ん
と
す
、（
以
下
略
）

　

大
月
隆
の
「
詩
人
的
思
想
」
の
特
色
が
端
的
に
要
約
さ
れ
た
批
評
だ
と
思
う

が
、「
幽
玄
を
以
て
始
ま
り
、
幽
玄
を
以
て
終
る
」
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
時

期
の
著
書
の
う
ち
、
⑥
『
美
妙
』
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。「
美
と
は
万
象
の
結

気
襲
ひ
来
り
て
吾
人
の
情
緒
を
動
か
し
ゝ
と
き
妙
機
名
く
べ
か
ら
ざ
る
愉
快
の

感
情
を
以
て
又
万
象
に
交
際
す
る
趣
味
を
云
ふ
」「
妙
と
は
善
悪
異
仝
黒
白
醜

美
の
間
に
交
合
的
の
離
る
べ
か
ら
ざ
る
雅
趣
あ
り
て
万
物
皆
調
停
せ
ら
る
ゝ
処

の
致
味
を
云
ふ
」
と
い
う
著
者
が
、「
声
音
」「
艶
色
」「
情
」「
知
」「
自
然
」「
心
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霊
」
の
な
か
に
「
美
妙
」
の
あ
り
か
を
探
ろ
う
と
し
た
一
冊
で
あ
る
。「
天
地
5

5

は
無
限
の
一
大
塊
に
し
て

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

、
大
な
る
動
物
に
似
た
り

5

5

5

5

5

5

5

5

5

。
人
は
活
動
せ
る
動
物
に

5

5

5

5

5

5

5

5

5

し
て
5

5

、
小
な
る
天
地
の
如
し

5

5

5

5

5

5

5

5

」
と
書
き
出
さ
れ
、
全
編
圏
点
の
打
た
れ
た
調
子

の
高
い
こ
の
著
書
は
、
そ
の
「
幽
玄
」
ゆ
え
に
同
時
代
の
青
年
を
惹
き
つ
け
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
架
蔵
本
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
発

行
の
第
八
十
一
版
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
美
妙
』
は
前
後
篇
の
二
部

構
成
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
篇
は
『
文
学
の
調
和
』
の
本
文
が
構
成
も
そ

の
ま
ま
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
前
掲
し
た
『
人
生
の
初
旅
』
も
、

『
勤
学
日
記
』（
明
治
三
十
年
七
月
、
文
学
同
志
会
）
を
増
補
し
て
新
た
な
一
冊

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
月
隆
の
著
書
に
は
こ
う
し
た
内
容
の
重
複
が
少
な
か

ら
ず
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
伝
道
に
お
け
る
説
教
に
も
似
て
、
同
じ
こ
と
を
確

信
的
に
繰
り
返
す
こ
と
自
体
が
、
特
定
の
読
者
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
し
て
い
き
、
そ
れ
が
版
を
重
ね
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、『
文
学
の
調
和
』
に
も
五
版
と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

そ
の
実
態
の
検
証
は
必
要
だ
が
、
大
月
隆
の
著
書
に
お
け
る
内
容
の
重
複
と
重

版
の
多
さ
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
美
妙
』
の
序
文
に
は
、「
科
学
と
道
誼
の
一
致
す
る
妙

理
を
知
尋
せ
ん
と
せ
ば
…
…
」「
二
十
世
紀
文
学
の
帰
処
を
知
尋
せ
ん
と
せ
ば

…
…
」「
世
界
大
文
豪
の
思
想
を
知
尋
せ
ん
と
せ
ば
…
…
」
な
ど
と
、
本
書
の

目
的
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
や
や
異
質
と
思
え
る
「
立
身
の
大

道
を
尋
ね
ん
と
せ
ば
…
…
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
初
期
著

作
の
リ
ス
ト
を
振
り
返
れ
ば
、
③
『
そ
く
ら
て
す
』
の
副
題
に
あ
る
「
純
美
文

学
哲
学
」
に
関
す
る
著
作
に
混
じ
っ
て
、
④
『
家
の
宝
』、
⑤
『
吾
家
の
憲
法
』、

⑦
『
実
業
の
宝
』
な
ど
、
実
学
的
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
も
、
大
月
隆

の
著
書
の
特
色
が
あ
る
。『
実
業
の
宝
』
に
は
、「
如
何
に
せ
は
完
全
に
身
を
立

て
家
を
起
し
独
立
し
自
治
し
人
の
厄
介
に
な
ら
さ
る
様
の
身
と
な
る
へ
き
か
」

と
あ
る
が
、
す
で
に
『
文
学
の
調
和
』
に
も
、「
文
学
あ
り
て
社
会
あ
る
に
あ

ら
ず
、
社
会
あ
り
て
文
学
あ
る
も
の
な
り
、
社
会
あ
り
て
人
間
あ
る
に
あ
ら
ず
、

人
間
あ
り
て
社
会
あ
る
も
の
な
り
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
文
学
を
人
間
の
社

会
的
な
事
業
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
そ
の
「
調
和
」
を
模
索
す
る
姿
勢
の
な
か

に
、
お
の
ず
か
ら
実
学
的
な
経
世
済
民
の
思
考
が
胚
胎
し
て
い
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
初
期
著
作
の
リ
ス
ト
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
当
初
は
十
字

屋
岩
藤
錠
太
郎
、
有
明
堂
、
開
新
堂
な
ど
を
版
元
と
し
て
い
た
大
月
隆
の
著
書

は
、『
家
の
宝
』（
明
治
二
十
八
年
六
月
）
か
ら
文
学
同
志
会
の
出
版
と
さ
れ
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
最
初
の
著
書
『
道
と
人
』
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
発
行
所
の

十
字
屋
岩
藤
錠
太
郎
は
「
東
京
市
神
田
区
錦
町
三
丁
目
弐
番
地
」
で
あ
り
、
著

作
兼
発
行
者
で
あ
る
大
月
隆
は
同
番
地
の
「
東
京
市
神
田
区
錦
町
三
丁
目
弐
番

地
寄
留
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
岩
藤
錠
太
郎
出
版
の
『
文
学
の
調
和
』

（
明
治
二
十
七
年
二
月
）
に
は
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
で
、
初
版
や
再
版
（
明

治
二
十
七
年
四
月
）
に
、
奥
付
は
「
十
字
屋
岩
藤
錠
太
郎
」
だ
が
、
表
紙
に
「
文

学
同
志
会
出
版
」
と
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
五
版
（
明
治

三
十
年
一
月
）
は
、
奥
付
も
発
兌
元
が
文
学
同
志
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
見
る
と
、
実
際
の
文
学
同
志
会
の
出
版
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
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月
の
『
家
の
宝
』
か
ら
だ
が
、
そ
の
組
織
は
前
年
の
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
か
ら
、
岩
藤
錠
太
郎
と
の
何
ら
か
の
関
係
の
も
と
に
成
立
し
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
最
初
の
出
版
物
で
あ
る
『
家
の
宝
』
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
著
作
者
兼
発

行
者
が
大
月
隆
で
、
住
所
は
東
京
市
牛
込
市
谷
砂
土
原
町
二
丁
目
七
番
地
、
発

兌
元
は
文
学
同
志
会
で
、
住
所
は
東
京
市
牛
込
市
谷
砂
土
原
町
二
丁
目
七
番
地
。

次
の
『
美
妙
』
で
は
、
著
作
者
兼
発
行
者
が
大
月
隆
で
、
住
所
は
東
京
神
田
錦

町
一
丁
目
八
番
地
、
発
兌
元
は
文
学
仝
志
会
で
、
住
所
は
同
じ
く
東
京
神
田
錦

町
一
丁
目
八
番
地
。
こ
の
間
、
住
所
は
転
居
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
大
月
隆

と
文
学
同
志
会
は
同
番
地
で
、
す
な
わ
ち
大
月
隆
が
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九

四
）
な
い
し
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
起
こ
し
た
の
が
、
文
学
同
志
会
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
組
織
に
つ
い
て
、『
美
妙
』
の
巻
末
に
「
文
学
仝
志
会
々

則
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
や
や
長
い
が
次
に
引
い
て
お
き
た
い
。

余
か
会
の
目
的
は
東
西
の
文
学
を
調
和
し
て
日
本
の
新
文
学
理
想
を
起
し

実
業
と
文
学
の
調
和
文
学
と
諸
科
学
の
帰
一
す
る
所
の
妙
理
を
発
表
し
余

が
国
を
し
て
実
地
と
理
想
と
相
伴
へ
る
処
と
な
し
進
ん
で
は
東
西
を
教
化

し
得
べ
き
純
正
円
満
の
光
明
を
吾
か
同
胞
の
う
ち
よ
り
世
界
に
向
ひ
て
発

す
る
に
あ
り
余
か
会
は
社
会
よ
り
寄
送
す
る
文
章
詩
歌
演
芸
記
小
説
経
文

比
喩
文
訳
文
俳
諧
等
を
集
め
紙
数
二
百
頁
以
上
に
集
ま
る
と
き
は
之
を
会

員
文
学
集
と
な
し
て
出
版
し
正
員
及
ひ
愛
読
者
に
配
布
す

吾
が
会
に
実
価
と
し
て
一
ケ
年
に
三
十
銭
納
む
る
も
の
を
正
員
と
な
し
其

時
の
市
価
を
出
し
て
購
ふ
も
の
を
客
員
と
な
す
然
し
て
正
員
は
政
治
を
除

く
の
外
何
事
に
て
も
著
者
を
招
き
て
質
問
す
る
の
権
を
有
す

吾
か
会
は
文
学
の
責
任
を
尽
さ
ん
と
し
て
立
ち
た
る
も
の
な
れ
は
如
何
な

る
困
難
あ
る
も
会
員
に
迷
惑
を
負
は
し
む
る
こ
と
を
得
ず
又
実
価
以
外
の

金
を
集
む
る
事
を
得
ず
又
実
価
十
五
銭
以
上
の
書
を
出
さ
ず

吾
会
員
と
し
て
二
ケ
年
以
上
正
員
名
簿
に
記
し
た
る
も
の
に
し
て
若
し
図

ら
ず
も
不
幸
の
位
置
に
陥
り
た
る
と
き
は
本
会
は
可
成
其
人
の
生
業
を
扶

助
す
べ
し

吾
か
会
は
本
会
の
目
的
を
賛
成
し
困
苦
を
辞
せ
ず
し
て
文
学
に
専
任
せ
ん

と
す
る
志
願
者
あ
る
と
き
は
会
は
相
当
の
衣
食
住
を
給
し
て
本
会
の
事
務

専
任
者
の
一
人
と
な
す
べ
し

吾
会
は
正
員
一
万
人
に
充
つ
る
と
き
は
世
界
有
名
の
五
大
経
書
を
集
輯
し

普
通
人
に
読
み
得
る
も
の
と
な
し
て
発
表
す
べ
し
余
か
会
の
出
版
は
文
学

部
実
業
部
家
庭
部
会
員
文
学
集
部
と
順
次
一
ケ
年
に
二
回
出
版
を
な
す

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
学
同
志
会
は
出
版
社
に
と
ど
ま
ら
ぬ
会
員
組
織
と
し
て

発
足
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
と
よ
り
こ
の
背
景
に
は
、
同
時
期
に
多
く
の
文

学
会
組
織
が
発
足
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、『
文

章
世
界
』
創
刊
に
あ
た
っ
て
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
二
十
四
日
付

の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
同
月
の
紙
面
だ
け
で

も
、『
国
文
雑
誌　

古
今
文
学
』
を
発
行
す
る
古
今
文
学
会
、『
女
学
講
義
』
を

発
行
す
る
大
日
本
女
学
会
、『
講
義
録
』
を
発
行
す
る
国
語
漢
文
学
会
の
広
告

な
ど
が
、
見
出
さ
れ
る
。
た
だ
、
大
日
本
女
学
会
が
小
松
宮
大
妃
を
、
国
語
漢

文
学
会
が
伯
爵
東
久
世
通
禧
を
総
裁
に
戴
き
、
会
費
も
「
三
月
五
十
七
銭
」（
古



も
う
一
つ
の
『
文
章
世
界
』

（213）1132

今
文
学
会
）、「
一
箇
月
金
二
十
銭
」（
大
日
本
女
学
会
）、「
一
ケ
月
金
卅
五
銭
」

（
国
語
漢
文
学
会
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
月
隆
主
催
の
文
学
同
志
会
は
、
は

る
か
に
つ
つ
ま
し
い
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
生
活
困
窮
の
会
員
に
対
し
て

「
生
業
を
扶
助
」
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
実
効
性
は
定
か
で

は
な
い
が
、「
文
学
家
志
望
者
の
互
助
組
織
）
3
（

」
と
し
て
の
側
面
を
有
し
て
い
る

点
が
、
同
時
代
の
文
学
会
組
織
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
後
、
大
月
隆
は
こ
の
文
学
同
志
会
に
拠
っ
て
出

版
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
前
掲
の
初
期
著
作
に
続
い
て
文
学

同
志
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
大
月
隆
の
編
著
書
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
著
書
も
含

め
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
㉒
大
月
隆
編
『
古
哲
格
言
』
の
み
隆
盛
館
か

ら
の
刊
行
で
あ
る
。

⑧
大
月
隆
著
『
人
間
学
』（
明
治
三
十
年
二
月
）

⑨
大
月
隆
著
『
勤
学
日
記
』（
明
治
三
十
年
七
月
）

⑩
森
可
次
著
『
保
命
主
義　

人
生
の
目
的
』（
明
治
三
十
年
七
月
）

⑪
林
恕
哉
著
『
婦
人
実
務
録
』（
明
治
三
十
年
七
月
）

⑫
萩
月
菴
主
人
編
纂
『
馬
琴
妙
文
集
』（
明
治
三
十
一
年
四
月
）

⑬
大
月
隆
著
『
人
生
の
初
旅
』（
明
治
三
十
一
年
九
月
）

⑭
大
月
隆
著
『
人
生
の
老
旅
』（
明
治
三
十
二
年
二
月
）

⑮
漆
山
又
四
郎
校
訂
『
鴨
長
明
海
道
記
』（
明
治
三
十
二
年
二
月
）

⑯
大
月
隆
編
『
新
体
詩
集　

山
高
水
長
』（
明
治
三
十
二
年
二
月
）

⑰
文
学
同
志
会
編
纂
『
立
身
の
事
蹟
』（
明
治
三
十
二
年
三
月
）

⑱
大
月
隆
著
『
人
生
の
気
力
』（
明
治
三
十
二
年
五
月
）

⑲
漆
山
又
四
郎
著
『
傑
作
文
粋　

断
巌
絶
壁
』（
明
治
三
十
二
年
五
月
）

⑳
大
月
隆
著
『
吾
人
の
生
活
』（
明
治
三
十
二
年
六
月
）

㉑
花
外
・
枯
柳
・
露
葉
詩
集
『
風
月
万
象
』（
明
治
三
十
二
年
六
月
）
4
（

）

㉒
大
月
隆
編
『
古
哲
格
言
』（
明
治
三
十
二
年
七
月
、
隆
盛
館
）

㉓
漆
山
桑
村
選
『
紀
行
文
粋　

松
風
吟
月
』（
明
治
三
十
二
年
七
月
）

㉔
小
倉
子
著
『
人
生
の
片
影
』（
明
治
三
十
二
年
八
月
）

㉕
大
月
隆
著
『
人
生
の
悔
悟
』（
明
治
三
十
二
年
九
月
）

㉖
大
月
隆
著
『
廻
国
雑
記
』（
明
治
三
十
二
年
九
月
）

㉗
漆
山
萩
月
庵
編
『
滑
稽
妙
文
集
』（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
）

㉘
中
川
愛
氷
編
『
艶
麗
文
粋
』（
明
治
三
十
二
年
十
二
月
）

㉙
中
川
愛
氷
編
『
禅
学
断
片
』（
明
治
三
十
二
年
十
二
月
）

㉚
堀
三
友
・
秋
野
繁
吉
共
著
『
伊
蘇
普
実
伝
』（
明
治
三
十
二
年
十
二
月
）

㉛
中
川
愛
氷
編
『
戯
曲
妙
文
集
』（
明
治
三
十
三
年
二
月
）

32
大
月
隆
著
『
人
物
の
裏
面
』（
明
治
三
十
三
年
二
月
）

33
鶴
城
生
著
『
青
年
の
将
来
』（
明
治
三
十
三
年
四
月
）

34
野
田
織
衛
著
『
研
学
の
順
序
』（
明
治
三
十
三
年
四
月
）

35
野
崎
崎
次
郎
（
海
東
）
著
『
聖
僧
道
元
』（
明
治
三
十
三
年
四
月
）

36
鈴
木
江
山
著
『
天
然
の
声
』（
明
治
三
十
三
年
六
月
）

37
文
学
同
志
会
編
『
韓
退
之
の
生
涯　

天
籟
万
丈
』（
明
治
三
十
三
年
六
月
）

38
川
村
八
郎
著
『
虚
心
談
』（
明
治
三
十
三
年
八
月
）

39
超
然
隠
士
（
三
原
賚
太
郎
）
著
『
小
哲
学
』（
明
治
三
十
三
年
八
月
）

40
今
井
菊
堂
編
『
万
情
万
眉
』（
明
治
三
十
三
年
十
月
）
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41
鈴
木
芳
太
郎
著
『
活
精
神
』（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
）

42
大
月
隆
編
『
山
水
記
事
論
説
文
』（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
）
5
（

）

43
中
村
諦
梁
著
『
日
本
仏
教
十
二
傑
伝
論
』（
明
治
三
十
三
年
十
二
月
）

　

こ
こ
で
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
末
ま
で
の
刊
行
物
を
掲
げ
て
み

た
。
い
ず
れ
も
仮
製
本
の
簡
素
な
表
紙
・
装
幀
で
、
百
頁
前
後
の
小
冊
子
も
多

い
が
、
き
わ
め
て
旺
盛
な
出
版
活
動
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、

⑨
『
勤
学
日
記
』、
⑬
『
人
生
の
初
旅
』、
⑭
『
人
生
の
老
旅
』
な
ど
は
大
月
隆

の
著
書
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
人
生
の
初
旅
』
は
『
勤
学
日
記
』
を
増

補
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
ま
た
『
人
生
の
老
旅
』
は
そ
の
続
編
に
あ
た
る
。

著
者
の
伝
記
的
な
要
素
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
立
身
を
め
ざ
す
青

年
と
二
人
の
佳
人
と
の
数
奇
な
運
命
を
描
い
た
も
の
で
、
小
説
的
要
素
が
強
い

作
品
で
あ
る
。
一
方
で
、
⑩
森
可
次
著
『
保
命
主
義　

人
生
の
目
的
』、
⑪
林

恕
哉
著
『
婦
人
実
務
録
』
な
ど
、
文
学
同
志
会
会
員
の
寄
稿
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
著
書
、
編
著
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
う
ち
、
⑫
『
馬
琴
妙
文
集
』
は
内
題
に
「
萩
月
菴
主
人
編
纂
」
と
あ
る

も
の
の
、
奥
付
で
は
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
大
月
隆
の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
、
⑮
『
鴨
長
明
海
道
記
』
⑲
『
傑
作
文
粋　

断
巌
絶
壁
』
の
漆
山
又

四
郎
、
㉓
『
紀
行
文
粋　

松
風
吟
月
』
の
漆
山
桑
村
、
㉗
『
滑
稽
妙
文
集
』
の

漆
山
萩
月
庵
と
同
一
人
物
か
と
思
わ
れ
る
萩
月
菴
主
人
の
名
前
は
、
奥
付
に
は

見
え
な
い
。
ま
た
㉔
『
人
生
の
片
影
』
も
、
茗
渓
堂
主
人
名
義
の
「
序
」
に
は

「
予
か
友
小
倉
子
深
く
宗
教
を
信
じ
、（
中
略
）
頃
日
自
己
の
思
索
す
る
所
を
録

し
て
一
書
を
著
し
、
題
し
て
人
生
の
片
影
と
い
ふ
、
予
に
示
し
て
之
れ
か
序
を

嘱
せ
ら
る
」
と
あ
る
が
、
奥
付
で
は
や
は
り
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
大
月
隆
の

名
前
が
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
著
者
・
編
者
と
大
月
隆
と
の
関
係
が
不
分
明

な
場
合
が
少
な
く
な
い
（
文
学
同
志
会
の
刊
行
物
に
は
、
巻
末
に
出
版
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
書
名
と
そ
の
紹
介
の
み
で
、
著
者
名
が
欠
け
て
い

る
の
が
大
半
で
あ
る
）。
と
く
に
33
『
青
年
の
将
来
』
は
、
表
紙
に
「
大
月
隆
著
」、

「
自
序
」
に
鶴
城
生
と
あ
り
、
奥
付
で
は
著
者
鶴
城
生
、
発
行
者
大
月
隆
と
し
て
、

住
所
は
い
ず
れ
も
「
東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
番
地
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
鶴
城
生
は
大
月
隆
の
雅
号
と
し
て
、
た
と
え
ば
国
立
国
会
図

書
館
の
デ
ー
タ
で
も
「
大
月
隆
（
鶴
城
生
）
著
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
緒
言
」

に
は
「
弱
冠
、
会
津
の
中
学
に
学
ぶ
や
、
前
小
柳
校
長
の
精
神
的
教
訓
予
の
一

生
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
白
虎
隊
の
名
前
も
記
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
「
鶴
城
生
」
は
会
津
鶴
ヶ
城
に
ち
な
ん
だ
雅
号
で
あ
っ
て
、
長

野
県
平
民
の
大
月
隆
と
は
別
人
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
古
今
集
序
」「
帰
去
来
辞
」「
長
恨
歌
」「
お
く
の
細
道
」
な
ど
和
漢

の
名
文
を
抜
粋
し
た
⑲
漆
山
又
四
郎
編
『
傑
作
文
粋　

断
巌
絶
壁
』、
横
井
也

有
・
五
老
井
許
六
・
松
尾
芭
蕉
ら
の
紀
行
文
を
抜
粋
し
た
㉓
漆
山
桑
村
編
『
紀

行
文
粋　

松
風
吟
月
』
な
ど
の
「
文
粋
」、
⑫
萩
月
菴
主
人
編
『
馬
琴
妙
文
集
』、

㉗
漆
山
萩
月
庵
編
『
滑
稽
妙
文
集
』、
㉛
中
川
愛
氷
編
『
戯
曲
妙
文
集
』
な
ど

の
「
妙
文
集
」
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
妙
文
集
」
に
つ
い

て
は
、
高
木
元
氏
「
近
世
後
期
小
説
受
容
史
試
論
│
│
明
治
期
の
序
文
集
妙
文

集
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
明
治
の
出
版
文
化
』
所
収
、

二
〇
〇
二
年
三
月
、
臨
川
書
店
）
に
、
文
学
同
志
会
刊
行
の
「
妙
文
集
」
に
つ
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い
て
詳
し
い
解
題
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
文
学
同
志
会
と
い
う
板
元
が
明
治

三
十
年
代
に
一
連
の
「
妙
文
集
」
シ
リ
ー
ズ
を
出
し
て
い
て
目
を
引
く
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
文
学
」
を
す
べ
て
の
書
か
れ
た
も
の

（
＝
文
章
）
を
包
括
す
る
概
念
と
し
て
理
解
し
て
い
る
大
月
隆
に
と
っ
て
、
会

員
に
よ
る
作
文
の
寄
稿
と
、
そ
の
手
本
と
な
る
「
文
粋
」「
妙
文
」
な
ど
の
文

範
は
、
い
わ
ば
「
文
学
」
に
お
け
る
車
の
両
輪
と
も
い
う
べ
き
二
つ
の
事
業

だ
っ
た
。
そ
こ
に
生
れ
る
の
が
雑
誌
『
文
章
世
界
』
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

創
刊
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
こ
の
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
三
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

二
、『
文
章
世
界
』
目
次
補
遺

　
『
文
章
世
界
』
創
刊
号
は
、
菊
判
（
縦
218
㎜
、
横
147
㎜
）
九
十
八
頁
、
広
告

十
六
頁
、
定
価
金
十
銭
。
編
輯
兼
発
行
人　

東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
番

地　

大
月
隆
／
印
刷
人　

東
京
麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
一
番
地　

千
葉
四
郎
三

郎
／
印
刷
所　

東
京
麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
一
番
地　

文
学
同
志
会
印
刷
所
／

発
兌
元　

東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
番
地　

文
学
同
志
会
。
表
紙
は
上
段

に
「
文
章
世
界
」
の
題
号
を
右
横
書
き
で
掲
げ
、
そ
の
下
に
「
第
壱
巻
第
壱
号
」

の
文
字
と
「
毎
月
三
日　

一
回
発
行
」
と
あ
る
。
ま
た
縦
組
み
で
、「
文
章
世

界
は
日
本
の
文
章
を
奨
励
す
る
目
的
を
以
て
生
れ
出
て
た
り
文
章
世
界
は
主
と

し
て
読
者
と
文
章
共
研
の
機
械
と
し
て
生
れ
出
て
た
り
次
号
よ
り
は
普
く
読
者

の
投
稿
を
掲
載
す
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
文
章
は
一
・
二
号
と
も
同
じ
だ
が
、
三

号
以
降
は
「
次
号
よ
り
は
」
が
「
毎
号
毎
回
共
」
と
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
中
央
に
、「
文
章
世
界
毎
号
掲
載
の
目
次
」
と
し
て
、
次
の
項
目
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

●
論
文　
　
　

●
紀
行
文　
　

●
韻
文

●
艶
麗
文　
　

●
祝
辞
文　
　

●
碑
文

●
批
評
文　
　

●
叙
事
文　
　

●
暗
号
電
報
文

●
散
文　
　
　

●
詩
文　
　
　

●
新
体
詩

●
滑
稽
文　
　

●
俳
文　
　
　

●
偈
文

●
俗
謡
文　
　

●
伝
紀
文　
　

●
記
事
文

●
美
文　
　
　

●
戯
曲
文　
　

●
箴
文

●
日
用
文　
　

●
経
文　
　
　

●
銘
文

●
辞
文　
　
　

●
諷
刺
文　
　

●
漫
録
文

●
随
筆
文

　

す
な
わ
ち
こ
れ
が
、『
文
章
世
界
』
に
お
け
る
「
文
章
」
の
種
々
相
お
よ
び

範
疇
で
、
こ
こ
に
は
「
小
説
」
を
除
い
て
、
当
代
の
「
文
」
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
「
文
章
共
研
の
機
械
」
と
し
て
本
誌
は
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
体
裁
は
次
号
以
降
も
踏
襲
さ
れ
、
各
号
ご
と
の

目
次
は
設
け
ず
に
、「
論
文
」「
紀
行
文
」「
韻
文
」
な
ど
の
見
出
し
の
も
と
に
、

例
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
右
の
目
次
に
掲
げ
ら
れ
た
「
文
」
が
、
す

べ
て
各
号
の
見
出
し
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。
と
く
に
創
刊
号
で
は
、

巻
頭
に
「
●
文
章
世
界
は
二
号
よ
り
各
種
の
文
章
を
募
集
す
／
●
文
章
世
界
は

愛
読
者
の
投
稿
を
掲
載
し
て
同
好
共
研
の
文
料
と
な
し
其
運
命
を
共
に
せ
ん
ご
（
マ
マ
）
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と
を
期
す
／
●
文
章
世
界
へ
投
稿
ぜ
（
マ
マ
）る

も
の
へ
は
弊
会
の
書
類
を
半
価
に
割
引

し
て
売
捌
く
／
●
文
章
世
界
へ
投
稿
せ
る
文
章
は
一
回
四
百
八
十
字
以
下
に
限

る
／
●
文
章
世
界
は
投
稿
の
文
章
を
没
収
せ
ず
文
章
の
悪
し
き
処
は
添
削
し
て

掲
載
す
」
と
投
稿
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
論
文
」「
批
評
文
」「
紀

行
文
」
以
下
の
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
例
文
は
、
大
月
乗
山
（
隆
）
の
も
の

を
除
く
と
、
大
半
が
古
人
の
文
章
の
抜
粋
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
記
す
よ

う
に
、
創
刊
号
に
つ
い
て
は
細
目
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
本
文
の
構
成
と
概

要
を
確
認
す
る
た
め
に
、
冒
頭
の
数
項
目
の
み
を
例
と
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。

巻
頭
に
は
口
絵
が
あ
り
、「
文
学
同
志
会
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
書
肆
が
描

か
れ
て
い
る
。

論
文

　

俗
才
を
論
ず　
　

大
月
乗
山

　

人
材
論　
　

物
徂
徠

批
評
文

　

現
時
の
文
学
者　
　

乗
山

　
「
人
物
の
裏
面
」
を
評
す　
　

稲
州

紀
行
文

　

紀
行
文　
　

大
月
乗
山

記
事
文

　

仏
人
モ
ー
リ
ス
、
ナ
ン
シ
ー
ノ
聯
隊
に
入
る
（
＊
無
署
名
）

　

桃
花
源
記
（
＊
漢
文
）　　

陶
潜

　

雪
月
楼
の
記　
　

頼
山
陽

　

松
島
に
遊
ぶ
の
記　
　

釈
元
愷

　

月
夜
聞
琴
記　
　

中
島
広
足

　

記
事
文
の
三
則
（
＊
無
署
名
）

　

こ
の
よ
う
に
、「
文
」
ご
と
の
見
出
し
の
も
と
に
、
例
文
が
二
段
組
み
の
誌

面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
素
朴
な
誌
面
構
成
で
あ
る
。
創
刊
号
は
大
月
隆
自
身

の
文
章
が
多
い
が
、
後
に
は
古
人
の
文
章
に
加
え
て
投
稿
文
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
「
記
事
文
の
三
則
」
の
よ
う
な
文
章
作
成
の
手
引
き
も
掲
載

さ
れ
、
つ
ま
り
「
文
範
」
と
「
作
文
」
と
「
作
法
」
の
三
要
素
を
盛
り
込
ん
だ

雑
誌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
「
小
説
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
右
の
大
月
隆
「
現
時
の
文
学
者
」
に
、「
文
学
者
は
須
ら
く
天
識

に
神
通
し
て
人
生
の
状
態
を
善
美
に
導
ひ
く
処
の
文
章
を
草
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず

現
代
の
文
学
者
は
只
文
識
に
俗
通
し
て
淫
猥
卑
賤
の
現
場
を
写
述
す
爰
を
以
て

其
の
文
章
は
人
を
堕
落
に
導
び
く
の
効
あ
り
て
真
善
に
近
よ
ら
し
む
る
の
効
な

し
」
と
あ
る
。
同
文
中
の
「
現
代
の
小
説
」
の
項
目
で
も
、「
今
の
小
説
の
骨

子
は
芸
者
か
相
場
師
を
主
人
公
と
な
す
之
を
読
む
と
き
は
恰
も
暑
中
に
砂
漠
中

を
通
行
す
る
が
如
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
彼
の
文
章
観
と
は
ま
っ
た
く
相
容
れ

な
い
、
現
代
の
小
説
に
対
す
る
苦
苦
し
い
思
い
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
如
上
の
創
刊
号
の
記
述
は
、
架
蔵
本
に
よ
っ
て
い
る
が
、『
文

章
世
界
』
は
現
存
す
る
号
が
少
な
く
、
終
刊
の
時
期
も
確
認
で
き
な
い
。
比
較

的
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
、架
蔵
本
（
第
一
巻
一
〜
三
号
・
七
号
・

九
号
、
計
五
冊
）、
尾
鷲
市
中
央
公
民
館
郷
土
室
「
紀
州
尾
鷲
中
村
山
土
井
家

文
庫
」
所
蔵
本
（
第
一
巻
一
〜
三
号
・
五
号
、
計
四
冊
）、
同
志
社
大
学
今
出
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川
図
書
館
「
荒
木
文
庫
」
所
蔵
本
（
第
一
巻
一
・
二
号
、
第
二
巻
一
・
二
号
、

計
四
冊
）
で
、
ほ
か
に
第
一
巻
一
号
な
い
し
二
号
を
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
が

数
館
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
）
6
（

（
こ
の
ほ
か
に
増
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
ま
た
管
見
に
入
っ
た
号
に
は
、
表
紙
な
ど
に
蔵

書
印
や
名
前
の
印
鑑
を
押
し
て
あ
る
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く

文
学
同
志
会
の
会
員
に
よ
る
も
の
で
、
雑
誌
に
は
「
取
次
」
と
し
て
東
京
で
は

東
京
堂
・
北
隆
館
合
資
会
社
・
東
海
信
文
合
資
会
社
、
関
西
で
は
盛
文
館
の
名

前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
市
販
も
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
会
員
間
の
流

通
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
日
ま
で
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
る
こ
と
が
少
な
く
、

散
佚
を
招
い
た
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
尾
鷲
市
中
央
公

民
館
郷
土
室
「
紀
州
尾
鷲
中
村
山
土
井
家
文
庫
」
所
蔵
の
四
冊
（
第
一
巻
一
〜

三
号
・
五
号
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
調
査
に
よ
っ
て

細
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
）
7
（

、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
で
現
在
確
認
で
き
る
第

一
巻
七
・
九
号
（
架
蔵
本
）、
第
二
巻
一
・
二
号
（
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書

館
「
荒
木
文
庫
」
所
蔵
本
）
の
細
目
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
巻
第
七
号
は
、
明
治
三
十
三
年
八
月
三
日
発
行
。
菊
判
（
縦
218
㎜
、

横
146
㎜
）
百
頁
、
広
告
八
頁
、
定
価
金
十
銭
。
編
輯
兼
発
行
人　

東
京
市
神
田

区
錦
町
一
丁
目
十
番
地　

大
月
隆
／
印
刷
人　

東
京
神
田
区
錦
町
二
丁
目
三
番

地　

池
田
良
蔵
／
印
刷
所　

東
京
神
田
区
錦
町
二
丁
目
三
番
地　

知
足
堂
／
発

行
元　

東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
番
地　

文
学
同
志
会
。
表
紙
の
体
裁
は

前
述
の
創
刊
号
に
準
ず
る
が
、
本
文
で
は
巻
頭
に
「
論
文
」
の
見
出
し
が
あ
る

の
み
で
、
以
下
は
「
文
」
ご
と
の
見
出
し
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
注

記
し
な
い
も
の
は
、
文
語
体
の
散
文
で
あ
る
。

●
第
壱
巻
第
七
号
（
明
治
三
十
三
年
八
月
三
日
発
行
）

口
絵

断
琴
（
＊
新
体
詩
）　　

大
月
ひ
さ
子

論
文

　

肖
像
画
の
感
化　
　

大
月
乗
山　

１

兵
卒　
　

蓮
峯
生　

３

源
義
平　
　

相
模　

高
下
恭
介　

６

容
貌
論　
　

神
戸　

榎
本
天
涯　

７

吉
備
真
備　
　

山
梨
県　

前
田
寒
山　

９

冨
鬼
の
説　
　

成
島
柳
北　

11

御
洗
粉
説
帖　
　

山
東
京
伝　

11

胡
蝶
物
語
序　
　

曲
亭
馬
琴　

12

胡
瓜　
　

高
下
才
介　

13

熊
沢
蕃
山
先
生
之
伝
（
承
前
）　　

土
岐
湖
友　

14

実
定
上
洛　
　

源
平
盛
衰
記　

16

重
衡
の
最
期　
　

建
礼
門
院
右
京
大
夫　

19

爐
辺
閑
談　
　

藤
井
高
尚　
　

21

秋
の
名
残　
　

荒
木
田
久
老　

21

秋
懐　
　

加
藤
千
蔭　

22

湊
川　
　

渓
水　

22

須
磨
寺
詣
で　
　

神
戸　

榎
本
天
涯　

23
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一
日
の
旅　
　

長
野
県　

今
井
白
岩　

24

秋
日
の
山
遊　
　

群
馬
県　

金
峯
生　

27

那
須
野
・
時
鳥
・
夕
顔
・
賤
の
床
・
西
行
・
新
道
成
寺
・
貝
づ
く
し
（
＊

謡
曲
抜
粋
）　

28

女
子
消
息
文
体
（
承
前
）　　

小
野
お
通
・
春
日
局
・
瀬
川
采
女
室
・
鵜

殿
よ
の
子　

31

蓑
か
り
に
や
る
文　
　

村
田
春
海　

36

福
羽
美
静
に
与
ふ　
　

三
條
梨
堂　

37

野
辺
に
誘
ふ
文　
　

黒
沢
翁
満　

37

鮫
島
白
鶴
に
与
ふ　
　

山
田
作
楽
園　

37

某
に
与
ふ　
　

山
東
京
伝　

38

洋
行
を
送
る
の
書　
　

渡
辺
し
ん
子　

38

友
の
不
遇
を
慰
る
文　
　

神
戸　

榎
本
久　

39

清
国
暴
徒
事
件
に
関
し
予
備
招
集
に
応
ぜ
し
人
に
送
る
文　
　

山
口
県　

徳
重
正
人　

40

在
籍
軍
人
に
送
る
の
書　
　

豊
後　

一
蛙
生　

40

暑
中
見
舞
之
文
・
納
涼
誘
引
之
文　
　

三
重
県　

喜
多
波
羅
健
次
郎　

41

暑
中
見
舞
は
れ
し
返
事　
　

三
重
県　

奥
知
久
麻
三　

42

遊
学
す
る
友
人
に
贈
る
書　
　

松
本
戊
戌
学
舎
生　

壬
生
高
一　

42

姉
さ
ま
へ　
　

み
つ
子　

42

浜
千
鳥　
　

泣
苔
生　

43

服
部
中
佐
戦
死
の
事
を
記
す　
　

土
佐　

小
野
川
城
岳　

44

渾
名
な
し
の
某　
　

相
模　

細
流　

45

朝
顔　
　

香
川
県　

藤
井
麗
山　

46

和
気
清
麿　
　

嶋
根
県　

武
田
長
三　

47

午
睡
の
記　
　

徳
島
県　

武
岡
栄
太　

48

夏
の
夜　
　

茨
城
県　

久
木
東
海
男　

48

桑
井
神
社
の
記　
　

長
野
県　

井
口
弥
助　

48

習
志
野
々
営
の
記　
　

近
衛
騎
兵　

藤
島
生　

49

筍
狩
の
記　
　

羽
前　

新
関
敏　

50

納
涼
の
記　
　

三
重
県　

劈
岩
生　

51

舟
遊
之
記
（
＊
漢
文
）　　

東
京
府　

中
田
四
門　

51

苦
熱
記　
　

広
島
県　

波
田
稔　

52

詣
八
天
社
記　
　

佐
賀
県　

明
石
不
出
橘　

52

秋
夜
読
書
の
記　
　

大
阪
府　

水
谷
幸
二
郎　

54

喜
雨
の
記　
　

長
野
県　

内
山
重
次
郎　

54

流
山
町
の
記　
　

千
葉
県　

星
野
貞
次
郎　

55

豊
代
山
に
登
り
し
記　
　

栃
木
県　

仁
平
義
十
郎　

55

霄
庚
申
道
行
・
道
中
双
六
・
助
給
の
遺
書
（
＊
文
楽
詞
抄
）　

56

月
夜
集
（
＊
漢
詩
）　　

熊
本
県　

上
野
雲
平　

60

紫
紅
（
＊
和
歌
）　　

水
彩　

62

夢
（
＊
和
歌
）　　

宮
内
俊
子　

62

五
色
（
＊
和
歌
）　　

宮
内
猪
之
熊　

63

（
＊
和
歌
）　　

宮
内
千
代
子
・
石
川
六
郎
・
古
沢
喜
次
郎
・
渡
辺
し
ん
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子
・
西
村
光
峯
・
杉
田
岩
太
郎
・
前
田
寒
山
・
岡
崎
春
翠
・
山
崎
花
水
・

赤
塚
文
蔵
・
白
岩
・
好
雅
・
奥
知
久
麻
三　

64

祝
辞　
　

内
田
周
平　

70

菅
生
尋
常
小
学
校
開
校
祝
辞　
　

武
岡
栄
太　

72

文
章
世
界
発
行
を
祝
し
て　
　

長
野
県　

玉
井
貞
雄　

72

新
聞
社
の
開
業
を
祝
す　
　

佐
賀
県　

明
石
不
出
橘　

73

文
章
世
界
の
発
刊
を
祝
し
て　
　

台
中
北
港　

金
森
熹
次
郎　

74

文
文
（
マ
マ
）章

世
界
の
隆
盛
を
祝
し
て
（
＊
俳
句
）　　

信
濃　

愛
翠　

74

亡
友
永
田
一
義
氏
を
想
ふ　
　

岡
山
県　

相
沢
雲
外　

74

青
葉
の
窓　
　

相
摸　

細
流
子　

77

田
植
を
観
て
所
感
を
記
す　
　

香
川
県　

藤
井
麗
山　

78

読
書
之
楽　
　

長
野
県　

玉
井
貞
雄　

79

油
断
大
敵　
　

三
重
県　

劈
岩
生　

80

基
督
教
の
説
を
聴
き
て
感
あ
り　
　

佐
賀
県　

古
川
勇
一　

80

野
球　
　

秋
田
県　

渡
部
徳
次
郎　

82

旅
な
る
友
の
も
と
に　
　

嶋
根
県　

武
田
長
三　

83

夏
の
日　
　

静
岡
県　

長
尾
生　

84

早
起
の
利
益　
　

神
戸
市　

潮
見
喜
一
郎　

85

あ
る
朝
の
記　
　

長
野
県　

井
口
弥
助　

85

冬　
　

熊
本
県　

上
野
雲
平　

86

白
骨
を
見
て
感
あ
り　
　

大
隅　

赤
坂
文
蔵　

87

果
敢
な
き
世　
　

栃
木
県　

塩
野
谷
朴
堂　

87

汽
車　
　

宮
城
県　

山
中
樵
夫　

89

亡
友
之
霊
を
祭
る
文　
　

長
野
県　

壬
生
高
一　

89

大
平
国
太
郎
君
の
霊
を
祭
る
文　
　

徳
島
県　

武
岡
栄
太　

90

放
言
録
（
一
）　　

今
井
菊
堂　

91

一
夕
評　
　

せ
ゝ
ら
ぎ　

92

偶
感
三
則
（
其
一
）　　

青
武
者　

96

つ
く
し
艸
（
一
）（
＊
今
様
）　　

鶴
廼
舎
緑　

96

秋
と
乙
女
（
＊
新
体
詩
）　　

熊
本
県　

上
野
雲
平　

96

想
亡
父
（
＊
新
体
詩
）　　

水
戸
市　

黒
沢
孤
巌　

97

恋
（
＊
新
体
詩
）　　

長
野
県　

神
戸
芳
園　

97

彼
丘
（
＊
新
体
詩
）　　

大
坂
府　

岡
崎
春
翠　

97

長
野
病
院
へ
慈
母
の
迎
ひ
に
行
き
て
（
＊
新
体
詩
）　　

信
濃　

宮
林
東

山　

98

深
山
（
＊
新
体
詩
）　　

明
治
義
会
生　

内
山
舜　

98

無
常
と
発
心
（
＊
新
体
詩
）　　

穂
園　

98

皇
太
子
殿
下
御
婚
儀
を
祝
し
て
（
＊
新
体
詩
）　　

小
野
英　

99

老
車
夫
（
＊
新
体
詩
）　　

神
戸
市　

瀬
見
藤
衣　

99

寄
贈
書
目
・
読
者
諸
君
に
注
意　

100

　

続
い
て
第
一
巻
第
九
号
は
、
明
治
三
十
三
年
九
月
三
日
発
行
。
菊
判
（
縦
218

㎜
、
横
146
㎜
）
百
頁
、
広
告
八
頁
、
定
価
金
十
銭
。
奥
付
の
刊
記
は
第
七
号
と

同
一
。
こ
の
号
で
は
、「
文
」
ご
と
の
見
出
し
は
す
べ
て
排
さ
れ
、
投
稿
者
の

文
章
が
古
文
の
抜
粋
と
混
在
し
て
並
ん
で
い
る
。
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●
第
一
巻
第
九
号
（
明
治
三
十
三
年
九
月
三
日
発
行
）

口
絵

（
＊
俳
句
）　　

濛
雨
・
田
上
・
華
峯
・
其
山
・
桑
弓
・
正
志

思
想
の
二
大
潮
流　
　

大
月
乗
山　

１

人
は
万
物
の
霊　
　

高
下
細
流　

７

兵
卒
（
承
前
）　　

鈴
木
連
峯　

８

日
本
文
学
の
将
来
に
就
て　
　

香
川
県　

藤
井
麗
山　

12

球
陽
女
子
学
院
設
立
の
趣
意　
　

沖
縄
県
那
覇　

石
峯
三
郎　

13

御
所
見
小
学
校
開
校
式
祝
詞　
　

神
奈
川
県　

高
下
治
作　

14

少
年
諸
子
猛
省
す
べ
し　
　

長
野
県　

壬
生
高
市　

15

旅
ま
く
ら　
　

本
郷
駒
込　

白
柳
秀
湖
生　

16

一
日
の
紀
行　
　

新
潟
県　

柳
沢
五
山　

17

鋒
嶋
（
ほ
こ
し
ま
）　　

備
前　

相
沢
雲
外　

18

雨　
　

三
重
県　

奥
知
久
麻
三　

21

避
暑
中
の
一
日　
　

香
川
県　

藤
桂
女
史　

21

船
遊　
　

静
岡
県　

深
津
謙
吉　

22

花
と
雨　
　

茨
城
県　

鈴
木
倉
之
助　

22

加
賀
井
温
泉
に
遊
ぶ
記
・
叔
父
の
墓
に
詣
で
　ゝ
　

長
野
県　

野
村
栄
之

亟　

23

不
寝
番　
　

長
野
県　

井
口
弥
助　

24

林
館
避
暑
の
記
・
十
七
夜
之
記　
　

広
島
県　

波
田
稔　

25

朝
顔　
　

奈
良
県　

晩
波　

27

神
野
の
御
茶
屋
に
桜
花
を
観
る
記　
　

佐
賀
県　

明
石
不
出
橘　

27

酒
之
記　
　

東
京
市　

中
田
四
門　

28

入
営
を
送
る
辞　
　

三
重
県　

桔
梗
園
主
人　

28

遊
学
す
る
友
に
送
る
文　
　

堀
内
冬
山　

29

在
京
の
知
人
に
問
合
す
文　
　

愛
媛
県　

仙
波
龍
助　

30

梅
見
会
に
友
を
招
く
文　
　

長
野
県　

宮
林
弥
蔵　

30

梅
雨
に
友
人
を
招
く
文　
　

佐
賀
県　

明
石
不
出
橘　

30

文
章
世
界
編
輯
局
へ　
　

神
戸　

渓
水　

31

古
人
の
文
章　
　

愛
古
生　

32

読
菅
右
府
伝
・
雪
喩　
　

斎
藤
拙
堂　

32

儒
者
・
苗
字　
　

本
居
宣
長　

34

夏
の
楽
み
・
読
書
の
楽　
　

貝
原
益
軒　

35

夏
氷
喩　
　

小
山
春
山　

36

十
八
楼
の
記　
　

松
尾
芭
蕉　

36

花
月
の
遊　
　

白
川
楽
翁　

36

鷹
の
記　
　

太
田
南
畝　

38

煙
霞
洞
主
の
俳
談　
　

流
転
道
人　

39

文
章
百
話
（
禁
転
載
）　　

井
ノ
口
央
洲　

41

緑
蔭
漫
筆　
　

今
井
菊
堂　

45

二
星
相
語
る
（
＊
新
体
詩
）　　

か
す
み　

52

人
の
祈
と
神
の
答　
　

か
す
み　

53

偶
感
三
則
（
其
二
、
三
）　　

青
武
者　

55
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樵
夫
と
猿
・
仙
を
夢
み
し
男　
　

相
模　

高
下
細
流　

56

犬
説　
　

東
京
市　

中
田
四
門　

58

蚊
説　
　

佐
賀
県　

明
石
不
出
橘　

59

栽
梅
説　
　

上
毛　

金
峯
生　

59

聯
合
軍
の
勝
利
に
就
て　
　

柴
田
礼
一　

60

木
か
げ
集
（
＊
和
歌
）　　

鶴
廼
舎
緑
・
宮
内
猪
之
熊
・
宮
内
千
代
子
・

宮
内
俊
子
・
鈴
木
倉
之
助
・
奥
知
久
麻
三
・
宮
林
松
意
・
野
村
栄
之
亟
・

金
山
辰
蔵
・
宮
林
龍
吟　

60

作
文
法　

65

学
問　
　

伊
豆　

狩
野
洞
泉　

77

残
花
を
探
り
て　
　

長
野
県　

野
村
栄
之
亟　

78

春
の
野
辺　
　

秋
田
県　

渡
辺
徳
太
郎　

78

皇
太
子
殿
下
の
御
結
婚
を
祝
ひ
て　
　

島
根
県　

武
田
長
三　

79

猿
劇
を
観
て
感
あ
り　
　

三
重
県　

劈
岩
生　

81

青
年
の
遊
楽　
　

大
分
県　

赤
塚
文
蔵　

81

文
章
世
界
愛
読
者
に
望
む　
　

広
島
県　

壽
岳　

82

文
章
世
界
記
者
閣
下
に
謝
し
併
せ
て
同
胞
諸
氏
に
望
む　
　

佐
賀
県　

明

石
不
出
橘　

82

名
流
苦
学
談
を
読
み
て　
　

長
野
県　

宮
林
松
意　

83

愛
国
心　
　

滋
賀
県　

斎
藤
竹
蔭　

84

初
め
て
文
章
世
界
を
読
む　
　

秋
田
県　

兎
沢
雪
渓　

85

聯
合
海
陸
軍
勝
利
之
謡
（
＊
新
体
詩
）　　

柴
田
礼
一　

86

細
流
吟
（
＊
新
体
詩
）　　

相
摸　

せ
ゝ
ら
ぎ　

86

（
＊
今
様
）　　

東
京　

宮
内
猪
之
熊　

87

（
＊
新
体
詩
）　　

信
濃　

丸
山
美
采　

87

（
＊
今
様
）　　

宮
内
千
代
子　

88

（
＊
新
体
詩
）　　

宮
内
俊
子　

88

（
＊
新
体
詩
）　　

大
坂
市　

岡
崎
春
翠　

89

（
＊
新
体
詩
）　　

神
戸
市　

渓
水　

89

（
＊
今
様
）　　

土
佐　

時
久
新
南　

90

（
＊
新
体
詩
）　　

静
岡
市　

手
越
俊
雄
庵　

90

（
＊
新
体
詩
）　　

長
野
県　

井
口
弥
助　

90

秋
の
た
び
路
（
一
）　

91

海
路
の
記
（
白
雲
日
記
）　　

鹿
児
島　

八
田
知
紀　

91

世
界
叢
談　

94

韓
国
名
妓
の
吟
誦　

98

花
た
ば
ね
（
＊
新
体
詩
）　　

楠
茂　

98

（
＊
俳
句
）　　

松
意
・
白
岩
・
小
淳
庵
・
龍
吟　

99

端
書
文
壇
・
読
者
諸
君
に
注
意　

100

　

と
こ
ろ
で
、
会
員
の
投
稿
は
第
二
号
か
ら
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
号
か
ら

巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
「
読
者
諸
君
に
注
意
」
に
は
、「
投
書
は
大
に
歓
迎
し
て

決
し
て
没
に
は
せ
ぬ
考
な
れ
ど
、
没
に
あ
ら
ざ
る
為
め
器
量
を
下
げ
る
事
な
き

や
う
、
充
分
推
敲
の
後
に
願
ひ
た
し
」「
投
書
は
一
行
二
十
四
字
詰
に
て
楷
書

に
限
る
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
没
と
心
得
べ
し
」「
原
稿
は
毎
月
二
十
五
日
〆
切
り
、
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其
原
稿
は
翌
々
月
三
日
発
行
の
本
誌
に
掲
載
す
」
と
、
投
稿
上
の
留
意
点
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
、
没
書
に
せ
ず
と
い
う
方
針
が
、
と
り
わ
け
発
表
の
機

会
の
乏
し
か
っ
た
地
方
の
青
年
に
は
魅
力
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
署
名
と
と
も

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
出
身
地
は
全
国
に
及
ん
で
お
り
、
第
九
号
の
投
稿
者
に
は

本
郷
駒
込
の
住
所
で
、
白
柳
秀
湖
の
名
前
も
見
え
る
。
な
か
で
も
、
大
月
隆
の

出
身
地
長
野
・
信
濃
の
投
稿
者
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
明
治
三

十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
二
十
四
日
付
の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に
は
、『
文

章
世
界
』
創
刊
号
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、「
投
稿
は
必
ず
没
稿
せ
ず
添
削
の
上

掲
載
す
」
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
郷
里
で
の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
広
告
を
見
た
投
稿
者
、
長
野
県
の
玉
井
貞
雄
「
文

章
世
界
発
行
を
祝
し
て
」（
第
七
号
）
は
、
文
章
を
表
現
す
る
こ
と
、
活
字
で

発
表
す
る
こ
と
に
飢
え
て
い
た
青
年
に
と
っ
て
、
こ
の
雑
誌
が
い
か
に
歓
迎
さ

れ
た
か
を
物
語
る
証
言
で
も
あ
る
。
次
の
文
中
に
「
直
ち
に
父
に
請
ひ
て
毎
号

愛
読
を
許
さ
れ
た
り
」
と
い
う
一
節
も
あ
る
が
、
同
号
お
よ
び
複
数
号
に
わ
た

り
、
各
ジ
ャ
ン
ル
を
ま
た
い
で
熱
心
な
、
常
連
と
も
い
う
べ
き
投
稿
者
の
名
前

が
数
多
く
見
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
姓
の
家
族
な
い
し
縁
者
と
思
わ
れ
る
投
稿

者
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
雑
誌
の
読
者
環
境
を
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

去
る
二
月
中
信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
せ
る
文
学
同
志
会
な
る
文
章
世
界
発

刊
の
広
告
を
見
る
や
、
欣
然
と
し
て
嚢
中
を
探
り
、
初
号
発
刊
の
当
日
を

待
ち
て
、
書
林
よ
り
購
求
し
て
繙
き
見
る
に
、
誌
中
幾
多
の
英
才
健
腕
、

玉
章
天
真
爛
熳
芳
香
馥
郁
と
し
て
溢
れ
、
紛
々
艶
麗
美
妙
の
記
事
あ
り
、

俊
抜
の
論
説
あ
り
、
善
良
な
る
訓
誨
あ
り
て
、
一
と
し
て
余
を
訓
誘
せ
ざ

る
は
な
く
、
実
に
雑
誌
界
の
帝
王
と
称
す
る
も
、
敢
て
過
言
に
あ
ら
さ
る

な
り
、
真
に
一
読
感
歎
の
外
な
し
、
直
ち
に
父
に
請
ひ
て
毎
号
愛
読
を
許

さ
れ
た
り
、
汝
文
章
世
界
よ
、
此
隆
盛
な
る
大
都
の
本
に
生
れ
、
市
中
幷

ぶ
者
な
き
好
雑
誌
よ
、
愈
々
成
長
し
て
、
我
か
為
燈
明
台
た
れ
、
羅
針
盤

た
ら
む
こ
と
を
、

　

と
こ
ろ
で
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、『
文
章
世
界
』
の
第
二
巻
第
一
号
は
、

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
が
明
治
三

十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
だ
か
ら
、
や
や
変
則
的
な
巻
構
成
に
な
っ
て
い
る

が
、
後
述
す
る
定
期
増
刊
第
一
巻
十
六
号
『
活
恋
』
が
明
治
三
十
四
年
（
一
九

〇
一
）
四
月
三
日
発
行
で
、
お
そ
ら
く
は
こ
こ
ま
で
が
第
一
巻
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
第
二
巻
第
一
号
は
明
治
三
十
四
年
五
月
三
日
発
行
、
こ
の
号
か

ら
判
型
が
Ｂ
５
判
に
近
い
四
六
倍
判
（
縦
259
㎜
、
横
181
㎜
）
と
な
り
、
四
十
五

頁
、
定
価
金
十
銭
。
編
輯
・
印
刷
は
第
九
号
と
同
一
で
、
編
輯
兼
発
行
者　

東

京
市
神
田
区
錦
町
壱
丁
目
拾
番
地　

大
月
隆
／
印
刷
人　

東
京
神
田
区
錦
町
弐

丁
目
参
番
地　

池
田
良
蔵
／
印
刷
処　

東
京
神
田
区
錦
町
弐
丁
目
参
番
地　

知

足
堂
／
発
行
処　

東
京
市
神
田
区
錦
町
壱
丁
目
拾
番
地　

文
学
同
志
会
。
表
紙

の
「
文
章
世
界
」
の
題
字
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
中
央
に
墨
書
の
文
字
で
「
青

さ
ゝ
け
」
と
あ
っ
て
、
主
要
目
次
と
服
部
霞
峰
・
大
月
乗
山
の
作
品
も
刷
り
込

ま
れ
て
い
る
。
本
文
は
二
段
組
み
で
、
や
は
り
「
文
」
の
種
別
を
設
け
ず
に
文

章
が
並
ん
で
い
る
が
、
挿
絵
や
写
真
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
点
が
目
新
し
く
、

第
一
号
に
は
大
月
隆
の
肖
像
写
真
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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●
第
二
巻
第
一
号
（
明
治
三
十
四
年
五
月
三
日
発
行
）「
青
さ
ゝ
け
」

〈
表
紙
〉

　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
少
時
（
＊
新
体
詩
）　　

服
部
霞
峰

　

黒
白
人
物
の
性
格　
　

大
月
乗
山

田
園
小
観　
　

高
下
細
流　

１

玩
且
（
マ
マ
）与

治
良
兵　
　

高
下
細
流
子　

３

代
某
嬢
知
人
に
送
る
文　
　

細
流
子　

３

悼
故
長
谷
川
彦
八
君　
　

相
模　

高
下
才
介　

５

孤
子
の
歌　
　

高
下
細
流　

５

山
口
刀
自
の
米
寿
を
ほ
ぎ
て　

６

春
融
々
光
（
＊
和
歌
）　　

高
下
才
介　

６

俚
歌
一
束
（
＊
都
々
逸
）　　

細
流
子　

９

観
梅
記　
　

高
下
恭
介　

９

夏
期
の
住
居　

10

渓
流
（
＊
和
歌
）　　

高
下
恭
介　

10

折
々
の
楽
み　
　

笠
間
の
ぶ
子　

10

花
輪
（
＊
和
歌
）　　

笠
間
の
ぶ
子　

11

中
等
教
育
に
於
け
る
漢
文
学
の
価
値
並
に
漢
文
学
者
に
注
意　
　

井
上
折

山　

11

山
本
露
葉
氏
よ
り
の
書
翰　

16

宇
品
の
惨
状
を
観
る
の
記　
　

波
田
青
嶽　

17

都
の
寒
さ
を
の
が
れ
侍
り
て
、
相
模
の
国
な
る
、
片
瀬
の
浦
に
も
の
す
る
、

友
の
許
よ
り
お
こ
し
、
文
の
返
事　
　

熊
野
御
堂　

参
佐　

18

詩
言
魔
語　
　

笛
川　

18

山
遊
の
記　
　

吉
井
霹
靂
生　

21

服
従　
　

南
虎
夫　

22

観
桜
之
記　
　

畑
山
信
像　

23

探
梅
の
記　
　

与
志
田
柳
蔭　

23

柳
（
＊
和
歌
）　　

与
志
田
柳
蔭　

24

窓
の
声
（
＊
歌
仙
）　　

琴
山
・
笛
川　

24

鏡
像
記　
　

㵎
水　

24

閑
居
菫
（
＊
和
歌
）　　

東
京　

奥
田
広
子
・
黒
田
成
綱　

26

天
絃
集
（
＊
新
体
詩
）　　

相
沢
雲
外　

27

花
未
遍
（
＊
和
歌
）　　

小
向
勇
三
・
小
山
利
之
・
倉
正
栄
・
野
添
操
・

桂
樹
舎
松
本
操
貞
主
人　

27

不
合
格
（
＊
口
語
体
小
説
）　　

相
沢
雲
外　

27

草
の
若
葉
（
＊
俳
句
）　　

中
原
清
秀　

33

菜
畑
麦
畑
（
＊
俳
句
）　　

清
秀
選　

33

花
の
雫
（
＊
新
体
詩
）　　

き
よ
ひ
で　

34

あ
だ
な
草
（
＊
和
歌
）　　

清
秀　

34

文
章
世
界
の
口
絵
に
題
す　
　

香
嶽
生　

35

（
＊
俳
句
）　　

脇
田
海
月　

35

和
歌
（
＊
和
歌
）　　

山
崎
花
水　

35

怠
る
な
か
れ
（
＊
新
体
詩
）　　

山
崎
花
水　

35
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吾
弟
妹
を
戒
む　
　

笑
山　

36

（
＊
和
歌
）　　

鳴
川
俊
雄　

36

お
そ
ざ
く
ら　
　

河
越
愛
花
女　

37

（
＊
成
沢
金
兵
衛
書
翰
）　

39

文
章
世
界
の
一
周
年
を
祝
す　
　

南
虎
夫　

40

句
一
束
（
＊
俳
句
）　　

脇
田
海
月　

41

佐
保
姫
（
＊
和
歌
）　　

河
越
愛
花
女　

41

琴
を
聞
く
の
記　
　

て
、
せ
、　

44

　

ま
た
第
二
巻
第
二
号
は
、
明
治
三
十
四
年
六
月
三
日
発
行
。
四
十
三
頁
、
定

価
金
十
銭
。
奥
付
の
刊
記
は
第
一
号
と
同
一
。
こ
の
号
の
表
紙
も
「
文
章
世
界
」

の
題
号
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
墨
書
の
文
字
で
「
ば
ら
の
一
枝
／
海
老
茶
の
袴
」

と
あ
っ
て
、
本
を
手
に
し
た
袴
姿
の
女
学
生
の
絵
が
、
主
要
目
次
と
と
も
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
口
語
体
の
文
章
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
こ
の
号

か
ら
で
あ
る
。

●
第
二
巻
第
二
号
（
明
治
三
十
四
年
六
月
三
日
発
行
）「
ば
ら
の
一
枝
／
海

老
茶
の
袴
」

言
文
一
致
に
就
て
所
感
を
陳
ぶ
（
＊
口
語
文
）　　

折
山
潜
夫　

１

柞
の
露
（
＊
文
語
体
小
説
）　　

高
下
細
流　

２

苦
茗
一
啜
（
＊
俳
句
）　　

高
下
よ
た
丸　

６

幻
影
（
＊
和
歌
）　　

笛
川　

６

獅
々
吼
録　
　

川
村
鷗
眠　

７

月
影
（
＊
新
体
詩
）　　

水
泡　

８

巌
（
＊
新
体
詩
）　　

柳
下
庵
永
眠
居
士　

９

岨
山
道
（
＊
新
体
詩
）　　

素
堂　

９

名
月
（
＊
新
体
詩
）　　

三
界
無
庵　

９

（
＊
俳
句
）　　

柳
下
庵　

10

白
雲
録
（
＊
和
歌
）　　

三
界
無
庵　

10

孤
巌
録　
　

黒
無
晶
生　

10

春
の
入
相
（
＊
新
体
詩
）　　

藤
波
し
ま
子　

12

現
時
の
交
友　
　

北
海
道
紳
士　

12

青
山
椒
（
＊
俳
句
）　　

中
原
清
秀　

18

若
葉
青
葉
（
＊
俳
句
）　　

清
秀
選　

19

花
菖
蒲
（
＊
新
体
詩
）　　

き
よ
ひ
で　

20

み
ゝ
ず
書
（
＊
和
歌
）　　

き
よ
ひ
で　

21

夕
月
影
（
＊
俳
句
）　　

中
原
清
秀　

21

現
海
余
滴　
　

小
林
澗
水　

21

青
葉
の
か
げ
（
＊
和
歌
）　　

河
越
愛
花
女
史　

22

鉄
道
馬
車
（
＊
口
語
文
）　　

淡
水
生　

27

断
雲　
　

今
井
菊
堂　

29

双
松
舎
出
詠
（
＊
和
歌
）　　

長
縄
兼
子
・
岡
田
良
子
・
高
木
絹
子
・
関

屋
鶴
子　

30

双
松
断
片
（
＊
和
歌
）　　

関
屋
祐
之　

30

俳
句
一
束
（
＊
俳
句
）　　

脇
田
海
月　

31

川
声
山
影
（
＊
俳
句
）　　

梅
泉
子　

31
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宮
城
拝
観
之
記
・
入
営
以
来
ノ
心
得
（
＊
無
署
名
、
末
尾
に
「
細
流
加
筆
」

と
あ
る
）　

31

春
の
野
遊
・
今
と
昔
の
出
（
マ
マ
）生

気
質
・
自
覚
悟
道
・
其
精
神
を
聴
け
・
蓮
・

生
活
・
楽
し
み
・
猫
に
は
鼠
を
と
ら
す
べ
し
・
経
論
・
実
行
・
境
遇
・

取
り
方
・
山
と
水
・
日
本
武
士
・
物
各
々
方
あ
り
道
あ
り
・
道
具
・
二

十
世
紀
の
新
天
地
・
安
心
立
命
・
著
者
の
意
・
口
と
腹
（
＊
無
署
名
、

表
紙
の
主
要
目
次
で
は
一
括
し
て
「
活
学
談
」
と
あ
る
）　

32

　

以
上
で
、
今
日
判
明
し
て
い
る
『
文
章
世
界
』
の
目
次
を
補
っ
た
こ
と
に
な

る
が
、
こ
う
し
た
定
期
刊
行
の
ほ
か
、『
文
章
世
界
』
で
は
定
期
・
臨
時
増
刊

と
銘
打
っ
た
号
を
何
冊
か
出
し
て
い
る
。
現
在
判
明
し
て
い
る
の
は
、
次
の
号

で
あ
る
）
8
（

（
第
二
巻
五
号
の
み
増
刊
号
の
表
示
が
な
い
が
、
こ
こ
に
一
括
す
る
）。
巻

号
の
表
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
号
に
よ
る
。

・
椎
の
舎
信
成
編
『
紀
行
文
抄　

郊
外
散
策
』（
文
章
世
界
第
一
巻
四
号

臨
時
増
刊
、
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
五
日
発
行
）

・
畑
馬
治
郎
著
『
作
法
明
解　

作
文
指
南
』（
文
章
世
界
八
号
臨
時
増
刊
、

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
日
発
行
）

・
井
ノ
口
央
洲
著
『
小
文
学
』（
文
章
世
界
臨
時
増
刊
第
一
巻
十
三
号
、

明
治
三
十
四
年
一
月
三
日
発
行
）

・
大
月
隆
編
『
悲
哀
の
快
観
』（
文
章
世
界
定
期
増
刊
第
一
巻
十
五
号
、

明
治
三
十
四
年
三
月
三
日
発
行
）

・
大
月
隆
編
『
活
恋
』（
文
章
世
界
定
期
増
刊
第
一
巻
十
六
号
、
明
治
三

十
四
年
四
月
三
日
発
行
）

・
藤
波
し
ま
撰
『
現
代
理
想　

女
子
講
本
』（
文
章
世
界
第
二
巻
五
号
、

明
治
三
十
四
年
九
月
三
日
発
行
）

　

こ
れ
ら
は
、
単
著
も
あ
れ
ば
文
学
同
志
会
会
員
の
作
品
集
も
あ
り
、
古
人
の

文
章
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
作
文
指
南
も
あ
っ
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

ま
た
判
型
も
通
常
の
号
に
準
ず
る
菊
判
だ
け
で
な
く
、
四
六
判
や
小
型
の
菊
半

截
判
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
こ
れ
ら
を
含
ん
だ
『
文
章
世
界
』

の
時
代
的
意
義
と
役
割
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
大
月
隆
と
文
学
同
志
会
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

注

（
1
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
月
隆
の
小
説
『
臥
龍
梅
』（
明
治
三
十
九
年
十
月
、
文
学
同

志
会
）
を
取
り
上
げ
た
小
橋
玲
治
氏
の
「
清
子
は
蒙
古
王
の
家
庭
教
師
と
な
る
│
│
大

月
隆
『
臥
龍
梅
』（
一
九
〇
六
年
）
に
見
る
女
性
家
庭
教
師
表
象
の
一
側
面
│
│
」（『
待

兼
山
論
叢　

文
学
篇
』
第
四
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
に
、「
作
者
で
あ
る
大

月
隆
と
い
う
人
物
、
そ
し
て
彼
が
経
営
し
、
自
ら
の
著
作
の
多
く
を
発
行
し
て
い
た
文

学
同
志
会
に
つ
い
て
、
詳
し
い
事
は
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

ま
た
そ
の
注
に
お
い
て
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
年
一
一
月

〜
七
八
年
三
月
）
の
「
大
月
隆
仗
」
の
項
目
ほ
か
で
、
二
人
が
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

こ
れ
ら
の
号
の
う
ち
、「
鶴
城
」
に
つ
い
て
は
、
大
月
隆
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

疑
わ
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

（
3
）　

木
戸
雄
一
氏
の
「「
自
然
」
の
争
奪
│
│
「
小
説
の
脚
本
化
」
と
「
戯
曲
的
小
説
」

│
│
」（『
日
本
文
学
』
第
六
十
巻
十
一
号
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
に
、
一
九
〇
〇
年

代
の
「
文
壇
の
新
思
潮
の
洗
礼
を
受
け
た
文
学
青
年
の
身
過
ぎ
世
過
ぎ
の
産
物
」
と
し

て
、「
例
え
ば
『
小
説　

新
不
如
帰
』（
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
盛
林
堂
）
の
著
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者
小
林
紫
軒
は
、
文
学
家
志
望
者
の
互
助
組
織
「
文
学
同
志
会
」
に
そ
の
名
が
見
え
、」

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ち
な
み
に
小
林
紫
軒
が
文
学
同
志
会
か
ら
刊
行
し
た
著
書
に
は
、

『
美
文
組
立
法
』（
明
治
三
十
七
年
四
月
）、
新
体
詩
集
『
玉
琴
集
』（
明
治
三
十
七
年
十

一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）　

三
人
の
合
同
詩
集
で
、
児
玉
花
外
「
麦
笛
」、
山
田
枯
柳
「
柳
影
集
」、
山
本
露
葉
「
葡

萄
の
葉
蔭
」
を
収
め
る
。
奥
付
の
著
者
に
は
山
本
露
葉
の
名
前
が
あ
り
、
国
立
国
会
図

書
館
の
所
蔵
本
で
は
、
刊
行
の
日
付
が
七
月
と
墨
書
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　

国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
本
で
は
、
奥
付
の
刊
行
の
日
付
が
明
治
三
十
四
年
三
月
と

墨
書
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

国
立
情
報
学
研
究
所CiN

ii Books

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ほ
か
で
所
蔵
の
確

認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
教
育
大
学
附
属
図
書
館
（
一
巻
一
号
）、
日
本
近
代
文

学
館
（
一
巻
二
号
）、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史

料
セ
ン
タ
ー
（
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
）（
一
巻
一
号
）、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研

究
資
料
館
書
庫
（
一
巻
一
号
）
が
あ
る
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
「
柳
田
泉
文
庫
」

に
、
第
一
巻
一
・
二
号
の
所
蔵
が
あ
る
。

（
7
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
、
各
号
の
細

目
が
、
表
紙
・
奥
付
な
ど
数
葉
の
画
像
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

こ
の
う
ち
、『
紀
行
文
集　

郊
外
散
策
』『
作
法
明
解　

作
文
指
南
』『
小
文
学
』
は

架
蔵
本
、『
活
恋
』
は
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
図
書
室
「
痴
遊

文
庫
」
所
蔵
本
、『
悲
哀
の
快
観
』『
現
代
理
想　

女
子
講
本
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館

「
衣
笠
詩
文
庫
」
所
蔵
本
に
よ
る
。

〔
附
記
〕　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
尾
鷲
市
中
央
公
民
館
郷
土
室
、
同
志
社
大
学
今
出
川
図

書
館
、
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
・
学
際
情
報
学
府
図
書
室
に
資
料
閲
覧
の
便
宜

を
与
え
ら
れ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


